
★愛媛県入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう ● ● ●
文脈で語句の意味を考えよう ● ● ● ●
展開をとらえよう ●
心情をとらえよう ● ● ● ●
行動の理由・人物像をとらえよう ● ●
文章中の表現を味わおう ● ●
話題・情報をとらえよう ● ● ●
指示語・接続語をとらえよう ● ● ●
文章を解釈しよう ● ●
理由をとらえよう

段落構成をとらえよう

要旨をとらえよう ● ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ● ●
古文の会話・主語をとらえよう ● ●
古文の展開をとらえよう ● ● ● ●
漢文・漢詩を味わおう

詩・短歌を味わおう

和歌・俳句を味わおう

文の組み立てを知ろう ● ●
自立語を学ぼう ●
付属語を学ぼう ● ● ●
敬語を使いこなそう

グラフ・図表を読み取ろう ● ●
話し合いをとらえよう

伝え方の工夫を学ぼう

課題作文を書こう ● ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 5 5 5 5
小問数 33 31 34 32

記号解答 7 7 7 8

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 26 24 27 24

● ●

● ●

■古文の問題の対策

古文は例年単独の大問として扱われており，あまり一般的ではない題材が出題
されることが続いている。歴史的仮名遣いや，標準的な難易度の内容理解に関
する問題，文章に関する会話文を完成させる問題が出題されており，古文の基
本的な知識とともに内容を正確にとらえてまとめる力が必要である。

■課題作文に関する対策

文
法

本年は「大切にしたい時間」についての資料をふまえたうえで，自分の考えを
書かせる作文であった。例年300～400字という長い字数設定のなかで，記述力
と合わせて提示された資料を読み取る力も必要になる。類題に多くあたって，
時間内で解答を作成することに慣れておきたい。
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  令和5年度愛媛県入試の全体傾向
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大問1　論説文　山竹伸二「共感の正体」
大問2　漢字の読み
大問3　漢字の書き
大問4　小説　木内昇「剛心」
大問5　古文・話し合い　「紙魚室雑記」
課題作文

現代文の読解（論説文・小説），漢字の読み書き，古文，課題作文という標準
的な構成である。現代文の読解の中で，文法や語句の知識を問う問題も出題さ
れており，読解力，記述力も合わせた総合的な国語力が求められる。

単元名／項目

出
題
内
容
別
の
傾
向

古
典

詩
歌

表
現
・
情
報


